








まえがき

　染色体異常はその数的異常および構造的異常ともに重大な遣伝的変異であり,

その生成にかかわる環境内諸要因とその作用機構は遣伝的障害と環境要因の関

連を知る上で重要な課題である。また,特に構造的染色体異常の誘発は他の微

視的突然変異の生成や細胞の癌化とも密接な関連があることが指摘されており,

化学物質の持つ染色体に対する作用特性は遣伝的障害作用を総合的に評価する

上でも重要な資料を提供する。さらに,対応する側の遣伝的素因も障害発現の

重要な要素となっており,ヒトに対する影響を評価する場合の重要な要素とな

る。


